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高校生訪韓団（第１～２団） 派遣事業の記録 

 

 

１．プログラム概要 

【目的】日本全国から選抜された発信力を有する高校生等 70名を韓国に派遣し、各種視察、学校訪

問等を通じた同世代との交流、講義聴講等を通じて、韓国の社会や文化に対する理解を深め、日本

の魅力を広く積極的に発信することにより、今後の日韓間における相互理解の促進や信頼関係増進

の基盤強化に寄与することを主目的とする。 

 

【参加者】プレプログラム（オンラインによる事前学習） 日本の高校生等 70名 

     派遣プログラム 日本の高校生等 70名 

 

【訪問地】派遣プログラム ソウル特別市、京畿道、忠清北道 70名 

 

【日程】 

 プレプログラム（オンライン事前学習）： 

10月 21日（土） オリエンテーション（プログラム説明） 

 

 派遣プログラム： 

11月 5日（日）仁川国際空港より入国、オリエンテーション 

11 月 6日（月）【講義】①韓国と日本の言語と文化的違い、②日韓関係 2000 年和解の道から、③戦

後の日韓経済関係、【表敬】①韓国国立国際教育院、②京畿道九里市役所、【講義】

④韓国と日本の経済協力 

11月 7日（火）【学校訪問・交流】城南外国語高等学校（第１団）、清明高等学校（第２団）、【視察】

①明洞エリア、②ワールド K-POPセンター 

11 月 8 日（水）【視察】①非武装地帯（DMZ）キャンプグリーブス、②韓国国立民俗博物館、③仁寺

洞エリア 

11 月 9 日（木） 忠清北道へ移動、【企業訪問】プルムウォン、【学校訪問】高麗大学校、【交流】訪

韓団 OBとの対話 

11月 10日（金）【企業訪問】LGサイエンスパーク、【視察】①汝矣島エリア、②国会議事堂、成果報

告会 

11月 11日（土）仁川国際空港より出国 
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２．記録写真  

  

2023 年 11月 6日【講義】日韓関係 2000年和解

の道から 

2023 年 11月 6日【表敬】京畿道九里市役所 

 

  

2023 年 11月 7日 【学校訪問・交流】城南外国

語高等学校（第 1団） 

2023 年 11月 7日 【学校訪問・交流】清明高等

学校（第 2団） 

  

2023 年 11月 8日【視察】非武装地帯（DMZ）キ

ャンプグリーブス 

2023 年 11月 9日 【企業訪問】プルムウォン 

 

  

2023 年 11月 9日【交流】訪韓団 OBとの対話 2023 年 11月 10日【視察】国会議事堂 
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３．参加者の感想（抜粋） 

◆ 日本 高校生 

学生や子供は政治的なしがらみなど関係なく短い時間でも打ち明けることができます。ネットや

人々の偏見を通して伝わってくる「韓国人」と実際に見た「韓国人」は全く違いました。伝わってく

る情報だけでは、日韓問題のこともあり正直あまりいいイメージを持っていませんでしたが、講義

や対面で話したことで、そのイメージは 180 度変わり韓国のことが好きになりました。言語や文化

などの違いもありますが、そういったことは関係なく“相手を知りたい”という気持ちがあれば打

ち解けられるということを伝えていきたいです。 

 

◆ 日本 高校生 

今回の訪韓では、実際に行ってみないと知ることのできないことが多くありました。特に学校訪問

では、これまで体験することのなかった海外の同世代の子との交流を通じて、日韓の価値観の差に

ついて考えを深めることができました。また、現地の生徒と慣れないながらもコミュニケーション

を取ることができ、貴重な経験となりました。 

 

◆ 日本 高校生 

今回の訪韓及び様々な機会を通じて、日本と韓国の関係を韓国側の人から聞けたことが良かったで

す。今までは日本人からしか韓国との関係について説明されたことしかなく、初めての体験でした。

韓国側の人だからこそ気づけること、感じたことなどすべてが日本人と違います。また、講義を通

じて、日韓が協力し合うことで大きな利益を得ることが出来るという考え方等、改めて韓国と日本

の共通点や相違点等を知ることができました。また各視察を通じて、現在の韓国の発展を直接感じ

られる良い機会になりました。 

 

◆ 日本 高校生 

韓国の高校を訪問して、バディと交流できたことが一番印象に残っています。韓国人の高校生と知

り合う機会はなかなか無いのでとても良い体験になりました。訪韓団で出会えた韓国の友人と交流

を深め、お互いの文化を知り合っていければと思います。また、訪韓日程中、ずっと同行してくれた

大学生との交流で、毎日韓国語をはじめ、韓国の様々なことを楽しく会話しながら、たくさん学べ

たことも良かったです。 

 

４．受入れ側の感想（抜粋） 

◆ 訪問校担当者 

新型コロナウイルス感染症の拡大により、両国を往来する交流事業が長く止まっておりましたが、当校

が交流再開の場所となるということで期待と不安で胸がいっぱいでした。しかし訪問してくださった学

生の皆さんや先生方の楽しまれている顔を拝見し、文化の違いや言語の壁は交流を妨げる大きな要因と

はなりませんでした。両国の学生たちが肩を組んで歩く姿や、キムパプ作りを幸せそうに行っている姿

は、国境の壁を越え共に歩んでいく仲間そのものでした。このような貴重な時間及び機会をいただけた

ことに感謝いたします。 
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◆ 交流相手（訪韓団 OB） 

拙い発表であったにも拘わらず、参加者の皆さんが真摯に耳を傾けて下さり、発表者の立場として

非常に嬉しかったです。「ご縁」の大切さを強調する講義内容だったのですが、プログラム終了後、

拙講義を通して学んだそれを早速実践しようと個別的にメッセージを送ってくれた生徒さんも数名

いらっしゃいました。自分の志向する目標に対する確固たる意志を持った生徒さんが多く、逆に私

が激励された次第です。演台に上がっての講義はどうしても聴講者との物理的・精神的距離感が生

じてしまうので、次回はもう少し対等な立場での交流時間が増やせたらと思いました。 

 

５．参加者の対外発信（抜粋）、報道記事等 

 

 

 

 

 

 

 

2023 年 11月 4日（徳島新聞デジタル） 

日韓文化交流基金の高校生訪韓団に、県内から

城ノ内中等教育学校が選ばれた。生徒は城南外

国語高等学校を訪れ、現地の高校生と一緒に韓

国の童謡を日本語に訳して歌ったり、徳島の特

色を発表したりする。政府機関の国立国際教育

院で日韓関係をテーマにした講義を受けるほ

か、高麗大学校では訪韓団ＯＢの案内でキャン

パスを巡る。北朝鮮との軍事境界線（ＤＭＺ）も

見学する。 

2023 年 11月 6日（Instagram） 

４つの講義を聞きました。経済の講義では韓国

の視点から日韓の経済比較を歴史と組み合わせ

た話を伺いました。普段とは違う視点から日本

を見ることで、今の経済がどのような状況なの

かより明確に知ることができました。日本は韓

国より先に発展をしましたが現在では韓国より

も劣っている部分もあり、お互いに補わなけれ

ばいけない点があり、両国の協力することで得

られる利益は大きく、経済的に大きな発展が見

込めるということが印象に残りました。 
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2023 年 11月 7日（Instagram） 

今日は城南外国語高校へ行きました。韓国の高

校生と交流をしてとても楽しかったです。日本

と韓国の様々な話をし、日本に興味を持ってく

れている人が多いと感じました。別れがとても

寂しかったですが、連絡先も交換し、今後もコミ

ュニケーションを取りたいです。日本に来ても

らい、交流を続けたいです。 

2023 年 11月 11日（Instagram） 

11月 5日から 11月 11日までの訪韓で、様々な

ことを体験することができました。楽しい思い

出を作ることもでき、多くのことを学べました。

この経験を活かして、日韓間の交流を続けてい

きたいです。 

 

６．報告会での訪韓成果とアクション・プラン発表 

（訪問地：ソウル特別市、京畿道、忠清北道） 

  

【訪韓中の学び】 

国同士の偏見ではなく、個々の良さを見ることで

友情が生まれ、それが日韓関係を良くしていくこ

とに繋がっていくことを知りました。競争相手な

【訪韓中の学び】 

高校生などの私たちのような若い世代が、異国

の文化や歴史・経済を学び自国との共通点や相

違点を理解し、自分なりの他国との関わり方の
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どと敵対するのではなく、お互いの魅力や良さを

さらに発揮できるように繋がり合うことが必要

だと感じました。 

【テーマに関する訪韓中の発表】 

訪韓団での交流を通じて、教科書では語られない

韓国の歴史や現在の日韓関係について学ぶこと

ができました。また日本と韓国はそれぞれ異なる

良い点があるため、両国がうまく連携することが

できれば、ライバルではなく多くの利益を生み出

すパートナーになれると感じました。また、実際

に現在韓国に留学している訪韓団 OB の話を聞く

ことができ、日韓関係についてさらに興味を持ち

始めたほか、自分自身がその発展に貢献できる人

材になりたいと思うようになりました。 

【アクション・プラン】 

・帰国後に意見交換会を開き、その内容をラジオ

や YouTubeチャンネルにて発信する。 

・１月に予定している学校行事にて、地域の方々

にも楽しく学んでもらえるようワークショップ

を実施する。 

・韓国との繋がりを絶やさないために、出会った

人たちとの交流を続けていく。 

意見を持つことが大切ということを学びまし

た。 

【テーマに関する訪韓中の発表】 

学校訪問を通して、韓国の高校では日本語が学

べる選択授業があり、多くの生徒と日本語で意

思疎通が可能だったほか、韓国側の生徒一人ひ

とりが私たち日本人に興味を示してくれ、たく

さんの生徒が話しかけてきてくれました。私た

ちは、このような小さなコミュニティが将来の

架け橋になるのではないかと考えました。現状

を大きく変えることは難しいと思いますが、高

校生同士の立場から新しい関係性を築いてい

くことはできるため、これから彼らとの関係を

深められるように努力していきたいと思いま

す。 

【アクション・プラン】 

・訪韓団で経験したことを学校新聞の記事にし

て配布・報告する。 

・訪韓団の動画を作成し、学校ホームページか

ら配信する。 

・今回交流した学校との姉妹校・協力校等の提

携を進める。 

実施団体名：公益財団法人日韓文化交流基金 


